
チラシ・フライヤーのデザインテンプレート
(A4 210 mm×297 mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

教職希望の⽅へ

創⼤通教では、次代を担う⼤切な⼦どもたちの幸福に貢献する教員養成に全⼒を尽くし、
開設以来3600名以上の合格者を輩出しています。

取得可能な教員免許▶⼩学校・幼稚園１種 （教育学部児童教育学科児童教育免許コースのみ）
※本学では中１「社会」、⾼１「地理歴史」「公⺠」の教員免許は取得できません。

通教で教員免許を取得した

多くの先輩が現場で活躍されています！

大学・短大・専門学校卒業の方は

最短２年間で教員免許が取得可能！

自宅で受講できるスクーリング科目も充実！

仕事と学業を両立しながら学べます！

通学課程の文学部を卒業後、一般企業に就職。しかし、以前からずっと思い描いていた「子ども

たちと一緒に成長できる仕事がしたい」という夢を叶えようと、創大通教に入学しました。

仕事と通教の学修との両立は大変なことも多くありましたが、教員の先生方や事務室の方々、ま

た学友にも支えられ、「皆、それぞれの地域で頑張ってレポートを書いている」「必死にテストを受

けている」と思うと力がわき、自分も諦めずに挑戦しようという気持ちになりました。

教員採用試験は先生方のアドバイスで社会人枠で受験することとなりました。平日はフルタイム

勤務、土曜日は学童クラブでアルバイトをしていたため、勉強時間の確保が一番の課題でした。少

しでも不安なことがあれば、教職講座等で先生方に質問し、面接票を添削してもらい、準備を進め

ました。最終面接の前日までオンラインで面接練習をしていただき、念願の合格通知をいただくこ

とができました。

創大通教には何でも相談できる先生や事務室の方がいます。教職は、子どもたちと一緒に成長

できる最高の仕事です。 『 「使命があるんだ」ということを忘れない人は、強い。どんな悩みがあっ

ても、負けない。悩みを全部、希望へのエネルギーに変えていけるのです』との創立者の言葉を胸

に、子どもたちにまっすぐ向き合っていきます。

合格体験記 小学校教諭 山田 友伽さん 2021年度 教員採用試験合格

充実のサポート体制

保育士に対する幼稚園免許状
取得の特例制度 2024年度末まで（予定）

「認定こども園法」改正により、保育士資格所有者で
実務経験3年以上の方の幼稚園免許取得要件が緩和され
る特例制度が設けられています。
本学では該当の科目を開設しています。

■5科目8単位で幼稚園免許取得が可能
■レポートと科目試験で該当単位修得が可能
■57,000円で学修が可能（1年間で取得の場合）
※2023年より新特例制度が施行されます。詳細は『募集要項』をご参照

ください。

創大通教 教職の３つのポイント

科目等履修 教職コース
一部不足単位の修得や既に教員免許状を取得された方が
他校種や上級免許状の取得に必要な単位を修得する

コースです。

※科目等履修（教職コース）で修得可能な上限単位は30単位です。
※このコースでは「教育実習」「教職実践演習」は履修できません。

【取得可能な教員免許】
⼩学校・幼稚園１・２種

※中⾼の教員免許は取得できません。

免許取得に向けた学修サポート

教員採用試験に向けたサポート

 小学校教員免許取得に必要な教育実習講義や教職実践演習を関西（大阪）でも開催し、オ
ンラインスクーリング等を活用すれば東京に行かずに小学校教員免許取得が可能です！

 WEB試験やインターネットを利用したリアルタイム、オンデマンドでスクーリングを受講
できる科目も充実！

 教員採用試験対策講座（創価大学・WEB）
教職対策のスケジュールや対策方法を、外部講師が行う講義です。
（8月・翌5月開催分をWEBで受講）

 教職キャリアセンター相談室、通教専任講師懇談会
校長などを歴任した担当講師が相談を受け付けます。
電話やオンラインでの相談も可能です（要予約）。

 ２次試験対策講座
２次試験受験予定者を対象に夏期スクーリング時に開催します。
個人・集団面接、模擬授業等の種別に対策を行います。

現役教員になってからもサポート

教員採用試験に合格し教職に就いた後も、教職初任者懇親会の開催や教職キャリアセンター
相談室を利用できるなどサポートは続きます。

一部不足単位の修得・既に免許状を
保有されている方へ

※教員免許取得希望者の方は、創大通教ホームページ→入学案内→「教員免許取得を目指す皆さんへ」を必ずご確認ください。

ホームページでは
通教教職課程の
合格体験記などを
掲載しています


